
Ｈ2７　安全推進講習会	

（財）日本ラグビーフットボール協会	

安全対策委員会	



講習の内容	

 
　１．Rugby Readyの確認 
　２．講習の意図 
　３．重症事故統計	
　４．安全対策の必要性	
　５．課題解決方法	
　６．まとめ	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	



Rugby Readyに示された安全対
策の内容について「試合前」「試
合中」「試合後」「ケガをしたとき」
に分けて話し合ってください。 

１．Ｒｕｇｂｙ　Ｒｅａｄｙの確認 
（ワークショップ）	



試合前	

•  長期プレーヤー育成計画（LTPD）	

•  参加する前に  
•  用具、環境、緊急対応計画  
•  フィジカルコンディショニング  
•  ライフスタイル  
•  ウォームアップ  



長期プレーヤー育成計画	

フィジカルコンディショニング	



ウオームアップ	



試合中	

•  プレーの原則  
•  オープンフィールドプレー 
•  タックル 
•  ラック  
•  モール  
•  スクラム  



プレーの原則	

タックルのスキル	

ラックの指導	



モールのスキル	

Ｓｃｒｕｍ　Ｒｅａｄｙ	

ラインアウトの安全確保	



試合後・けがした時	

•  クールダウンとリカバリー 
•  傷害管理	



クールダウン	

ＴＯＴＡＰＳ	

ＰＲＩＣＥＤ	

ＨＡＲＭ	



２．講習の意図	

　	

　安全対策の各チーム内での
浸透方法について考える。　	

	

	



３．重症事故統計	

	
 

○Ｈ26年度重症事故　ＪＲＦＵ内　　１１件 
　　内訳：頭部外傷７件、頸髄損傷４件 
　　　　　　タックルして（64％）、ラック（18％） 
　　　　　　大学（46％）、高校（27％）、クラブ（18％） 

○文部科学省　中学・高校運動部　　 
　　　発生数：柔道（５０）、野球（35）、バスケットボール（33） 
　　　　　　　　ラグビー（31） 
　　　発生頻度：自転車（29.29）、ボクシング（18.13） 
　　　　　　　　　　ラグビー（7.30）、柔道（4.81） 
　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「学校における体育活動中の事故防止について(平成24年７月）」より 

	



重症事故が発生するとどうのよう
になるでしょうか？安全対策の必
要性をプレーヤー、指導者、家族、
チーム、協会という立場から話し
合ってください。 
 

４．安全対策の必要性 
（ワークショップ　２）	



ワークショップで提出された意見	

プレーヤー： 
指導者： 
家族： 
チーム： 

協会：	

	



１．治療：入院・手術 
２．初期のリハビリと環境整備 
３．進学・復学・復職へのリハビリと環境整備 
４．復学・復職生活 
５．就職 
６．生活　 

４．安全対策の必要性 
（重症事故が発生すると・・・）	



現在実施している安全対策の事
例を話し合ってください。安全対
策実施する上での障害となること
があれば提出してください。 
 

５．課題解決方法 
（ワークショップ　３）	



ワークショップで提出された意見	

実例： 
 
 
 
 
 
 

障害：	

	



メッセージ	

　皆さんの愛するラグビーを守るために安全
対策は必要です。 
	

６．まとめ	



宿題	

○各チーム内で安全推進講習の内容を伝達して
いただき、「安全推進講習会各チーム伝達報告
書」を必ず提出してください。 
○来年度の安全推進講習では、今年度の成果を
もとに発展させたいと思います。 
 
 

お願い	



宿題	

「ラグビーのための準備（Rugby Ready2014)」 
「安全推進講習会ＤＶＤ　2008-2012」 
「ラグビー外傷・障害対応マニュアル」 
 

各種教材	



「Rugby Ready」へのアクセス方法	

○JRFUホームページ	

　　　http://www.rugby-japan.jp/	
　　　　　　　↓	

○左側「ラグビーのための準備」をクリック	

　　　　　　　↓	

○「ラグビーのための準備」にアクセス　 
　http://www.irbrugbyready.com/index.php?language=ja&	





安全推進講習会ＤＶＤ　	

○JRFUホームページ	

　　　http://www.rugby-japan.jp/	
　　　　　　　↓	

○右側「コーチネット」をクリック	

　　　　　　　↓	

○「安全推進情報」にアクセス　 
	




